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はじめに
女性があらゆる分野とレベルで経済

活al」に参加できるようエンパワーメン

トを行うこと|よ、次のような目的を達

成する上で不可欠です。

■強力な経済の確立

■ より安定した公正な社会の構築

■ 国際的合意を得てしヽる開発、持続可

能性、人権のための目標達成

■ 女性、男性、家族、コミュニティの

生活の質の向上

■企業の運営と目標達成の推進

しかし、女性の才能や技術、経験、活

力を確実に活用するためには、計画的

な行動と目的に基づしヽた方針が必要で

す。UN Worlnenと国連グローパル・コ

ンパク トのパー トナーシップ事業であ

る 「女性のエンパワーメン ト原則」は、

民間企業が職場や市場、地域社会の中

でジェンダー平等を促進 してしヽく上で

不可欠な要素に焦点をあてた一連の提

言です。

企業の方針や運営全体を通 じて、機

会均等と女性の参画を強化するために

は、成果をもたらす技術とツールと実

践が必要です。国際的な多方面の関係

者からの助言プロセスを経て作成され

た「女性のエンパワーメント原貝」」は、

企業が現時点での慣行や基準、公表行

動を調査 し分析するための 「ジエン

ダーのレンズ (視点)」を提供するもの

です。

この 「原則」は、女性のエンパワー

メント実現のために、実際のビジネス

に照らし、企業が現存の方針や事業

を整備、または新たに制定する上での

手引きになります。「原則」はまた、各

国政府や市民社会の利益をも反映 し

ており、ジェンダー平等の達成があら

ゆる関係者の参画を必要とすること

から、関係者間の相互作用を支援 しま

す。ジェンダー平等におけるリーダー

として、UN WOrlnenlよ30年 にわたる

経験を持ち、135カ 国以上の8,000

社にのぼる企業や関連組織が関わる世

界最大の企業社会の取 り組み、国連グ

□一バル ・コンパク トとの今回のパー

トナーシップ事業にその経験を提供 し

てしヽます。

ますますグローバル化 し、相互関係

を持つ世界において、すべての社会的

および経済的資産の活用は、成功のた

めにきわめて重要です。しか し、男女

間の平等が普遍的かつ国際的な原則で

あり、基本的かつ不可侵な人間の権利

であるにもかかわらす、進歩のかげで、

女性|よ依然として差別や疎外や排除

に直画 してしヽます。各国に対 し、公民

的、政治的、経済的、社会的、文化的権

利など、数々の権利を明確に定義 して

いる国際的な人権条約に含まれた基準

の承認を通 じて、ほぼすべての国がそ

の意義を支持 してしヽます。専門的文書

も、女性や先住民族、子ども、労働者、

障害者などに対する国家の責任と人権

擁護への注目を促してしヽます。さらに、

1995年 、第4回 国連世界女性会議で

189カ 国によつて採択された北京行

動綱領や、2000年 に189カ 国によつ

て採択されたミレニアム宣言など、国

際合意を得た条約が人権問題の全体的

枠組みの役書」を果たしてしヽます
1。

こうした国際的な基準|よ、すべての

人々が機会を持つ世界への私たちの共

通の願望を反映 してしヽます。それは、

人々が暴力から解放されて暮らし、法

による救済が実行され、国家が女性、

男性、子どもの人権を認めて保護 し、

教育や保健などの適切な行政サービス

を提供する責任を果たすことが期待で

きる社会です。

こうした条約は、国の法律に影響を

与え、世界中の帝」度に取 り入れられて

しヽる共通の価値観を形成 します。同業

者や政府、非政府組織、ならびに国連
2

と密接に関連を持つて仕事をするビジ

ネス・リーダーたち|よ、具体的目的で

策定された企業方針やプログラムを通

して、個人の権利をまもる国際的基準

を適用 しようとしてしヽます。企業の運

営理念に反映され、経営方針や実践を

公開する業績報告書によつて裏付けら

れた企業のコミッ トメン ト|よ、ビジネ

スやコミュニティにとつてこうした価

値観が重要であるという認識の高まり

を証明してしヽます
3。

原則の導入や企業責任、人材の多様

化と女性の参画に関する行動を通して

多くのことが達成されたものの、企業

全体一―役員室から生産の現場、供給

チェーンに至るまで一―を通 して、女

性の完全な参加は依然達成されていま

せん。男女の社会的役書」の多様性がビ

ジネスの成果向上に貢献するという

最近の研究は、私的な利益と公共の利
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益が合致することを示唆 しています。

∪N Wornenと 国連グローバル ・コン

パク トをはじめ、その他の主要国連機

関、世界銀行と世界経済フォーラムも

その結果を支持 しています
4。

政府も

また、女性の参回が開発を前進させる

ことを認識 し、ミレエアム開発目標や

国家の経済と開発計画の達成のため

に、急速にジェンダー平等に向かうこ

とが必要であると認めてしヽます
5。

地球規模で相互依存 している政治

的、社会的、経済的環境の中で、パー ト

ナーシップ|よ以下の点でますます重要

な役喜」を果たします。

議女性と男1生の機会均等のために、直

接 間接的に関わる行為者、協力者、

貢献者、革新者などの幅広しヽパー ト

ナーシップを取 り込んだ活力的な

ビジネス環境を倉」造し、

ン政府、国際金融機関、民間業界、投

資家、非政府組織、学術界、専門家

組織が協力 し、活発かつ相互作用的

参回を可能にする。

パー トナーシ ップの精神のもと、

U N Wornenと 国連グローバル コン

パク ト|よ「女性のエンパワーメン ト原

則」を提案 し、この原則を 「ジェンダー

のレンズ」として活用することがあら

ゆるレベルに女性を取り入れる努力の

契機となり、強化につながることを期

待 します。勇女 平等ごそ、ど
｀
ジネズカ

上のカギ
1で

九
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Women's Em口 owerment Princi口 les

女性のエンパワ メ ント原
企業経営者の
リーダーシップによる
ジェンダー平等の促進

■ ジェンダー平等と人権尊重に対

する上級管理職の支持と企業方

針を確認する。

■ ジェンダー平等に対する全社規

模の目的と目標を確立 し、進捗

状況を管理職の業績評価の要素

として加える。

■ ジェンダー平等を前進させるた

めの自社の方針、プログラム、

実施計画の作成に、社内および

社外の関係者の参カロを求める。

■女性と男性に異なつた影響をも

たらす要素を明らかにし、すべ

ての方針がジェンダー平等に配

慮 していることと、企業の社風

が平等と女性の参画を前進させ

ることを保障する。

ⅢI同 等の価値を持つ仕事に同等の

報酬‖と保障を与え、すべての女

性と男性に生活賃金を支払うよ

う努力する。

■職場の方針 と慣行が、ジェン

ダーに基づしヽた差別につながら

ないことを保障する。

■ジェンダー平等に配慮した採用

方法と雇用継続を実施 し、女性

を積極的に採用 して中間・上級

管理職ならびに執行役員に登用

する。

■'あらゆるレベルとすべての事業

分野を通 じて、意思決定と管理

の場に300/o以上の女性の参回

を確約する。

■1平等な報all‖と資格を持つ地位に

退職後再就職が可能な、働き方

の柔軟な選択肢を提供する。

■女性にも男性にも、子どもや被

扶養者のケアに関 し、サー ビ

ス、資金、情報を提供 し、支援す

る。

■女性と男1生への健康上の異なつ

た影響を考慮 して、有害物質ヘ

の接触を防止 し、生殖を含めた

健康被害の可能性を明 らかに

し、安全な職場状況を整備する。

■言葉による暴力や身体的暴力を

含め、職場でのあらゆる形の暴

力に対 し、それを許さなしヽとしヽ

う方針を確立し、セクシャル・八

ラスメン トを予防する。

■ EIVのサバイパーを含め、すべて

の従業員に健康保険やその他の

必要なサービスヘのアクセスを

提供するよう努力する。

■従業員とその扶養家族の医療や

カウンセリングのために休業時

間をとる権利を女性にも男性に

も認める。

■従業員と話 し合しヽ、女性の通勤

時や出張時の安全を含めた安全

問題を確認 し、対処する。

■女性に対する暴力の兆候を発見

し、人身取引、強制労働、性的搾

取に対する法律や社内規則を理

解するよう保安要員や管理職に

研修を行う。



4教

育と研修

■ あらゆるレベルとすべての事

業分野を通 じて、女性の昇進

に道を開く職場方針やプログ

ラムの導入に努力 し、女性が

これまで従事 してしヽなかった

業務分野に参入することを奨

励する。

■識字教室、職業訓練、情報技術

教育を含めて、企業が支援す

るすべての教育プログラムに

参加する均等な機会を保障す

る。

■公式 および非公式なネ ッ ト

ワーク作 りやメンターによる

助言指導への平等な機会を提

供する。

■企業 における女性のエ ンパ

ワーメン トのための実務的事

炉」と女性同様男性の参回の建

設的影響を明確にする。

貝J

小規模ビジネスを含む女性の所有

する企業や女性起業家との取引関

係を広げる。

クレジットや資金貸与をはばむ壁

に対 して、ジェンダー平等に配慮

した解決を支援する。

男女平等と女性の参回を促進させ

るための企業の決意を尊重するよ

う、事業のパー トナーや同僚に要

望する。

マーケティングやその他の企業干」

行物の中で、女性の尊厳を尊重す

る。

企業の製品、サービス、施設が、人

身取引、強帝」労働または性的搾取

の目的に利用されないことを保障

する。

■実例を以つて先頭に立つ一―ジェ

ンダー平等と女性のエンパワーメ

ン トに対する自社の決意を表明す

る。

■単独またはパー トナー関係のもと

でジェンダー平等啓発への影響力

を強化 し、ビジネス協力者、供給

元、地域社会のリーダーたちと協

力する。

■地域社会の関係者、職員などと協

力 して差別や搾取を排除 し、女性

や女児に対する機会を広げる。

■地域社会の中での女性のリーダー

シップと貢献を促進かつ認識 し、

地域社会でのどの協議にも女1生の

適正な参加を保障する。

■人道的プログラムと助成金を活用

し、女性の参回、平等、人権に対す

る企業の決意を支援する。

透明性、成果の測定、

報告

■ ジェンダー平等を推進するための

企業の方針と実施計画を公表す

る。

■ すべてのレベルにおける女性の参

画を沢」定する基準を設定する。

■性別データを使用 し、社内および

社タトにおける進歩を沢」定 し、報告

する。

■ ジェンダーマーカーを現行の報告

義務に組み入れる。

女1性のエンパワーメント原則′平等はビジネス向上のカギ ■5



原則を実施に移す:企業の

Princi口les into Practice:Gompamy Exam口les

すでに世界各国では、多数の企業に女性のエンパワーメン ト強化の具体

例があります。アつの明確な原則にそつて挙げた以下の実例で|よ、教訓に

なり手本となる術動や方針が提示されています。以下|よ、企業から提出

された「先頭に立つ企業i原則を実施に移す」と名付けられた実例集から

の抜粋です。

企業経営者の

リーダーシップによる
ジェンダー平等の促進

■ イギ リスに本社がある国際的な

鉱業グループでは、自社の事業運

営の主要方針として、女性や地域

社会のグループにどのように携

わらせるかに関する、情報資源ガ

イ ドを作成させました。

■ グローバルな会計コンサルティ

ング会社が行 つた、ある企業の

トップレベルに対する評価によ

ると、その会社は、高度な技能を

備えた女性専門職を採用・確保 し

なかったために、業績を落として

いることが分かりました。その所

見を受|ナて同社で|よ、経営管理職

や役員会の参加を得て、社風と企

業方針の転換を図りました。

■ 東 ア ジアのあ るアパ レル メー

カーの経営者は、女性従業員の業

績を評価し、幅広しヽ教育、研修、安

全対策を通 して女性の社内の立

場改善を支援するプログラムを

取り入れ、女性のエンパワーメン

トに統合的、総合的アプローチを

実施しました。

高しヽ資格を持つた女性を確保 し、

採用するために、東欧の小額融資

グループで|よ、広範囲なデータ収

集と分析事業を実施 し、女性従業

員の待過につしヽての提言をまと

めました。

ジェンダーに起因 した給与格差

を縮めるため、過去3年 間に125

万ユー□を投入 したグローパル

規模の保険会社もあります。

オース トラ リアの大手金融サー

ビス会社では、子育て期間中フル

タイムでな くフレックスタイム

で合計2年 間の休暇が取れる育児

休B隈制度を設|ナています。

多様性と女性の参回を支援する

ため、多国籍規模のある製鉄会社

では管理職と女性従業員で構成

される特別な委員会を設置 し、女

性従業員の要望を明 らかにした

上で、研修やプログラムを実施 し

ています。

■従業員の健康への意識が企業の

経済的利益につながるという、自

社実施の調査を受けて、ある大手

アパ レル企業|よ保健教育の専門

家と協力 し、性と生殖に関する健

康、母子保健、予防医療、医療機関

1青報につしヽての研修を社員に提

供してしヽます。

■子育て中の従業員のニーズに応

え、ケエアのコミュニケーション

会社では、出産前後のケアを含む

総合的医療補助に加え、職場で

の無料デイケア、嘱託医師による

サービスを提供 してしヽます。

■ スペインの2つの会社で|よ、DV被

害者に対 し、とくに職場復帰をた

やすくするために就職の紹介を

イ〒つてしば す。

■ スリランカのアパ レルメーカー

で|よ、妊娠中の従業員への特別な

ケア、工場現場、作業工程、設備

などの体系的な リスク査定とモ

ニタリングを含んだ具体的な規

定やプログラムを通 して、安全で

健康的な職場環境の倉」出と維持

――な らびに女性と男性従業員

の異な った二十ズの認識―― に

対する自社の決意を実証 してしヽ

ます。



実側

4教

育と研修

■ T分 野での女性のキャリア構築

への機会を提供するために、アメ

リカに本社を持つ多国籍テクノ

ロジー企業は、教育と訓練を推進

し、IT分野での女性の実績を評価

するために、自社が事業を展開し

てしヽる多 くの国々で女性団体と

戦略的パー トナーシップを結ん

でいます。

■ ヨーロッパの大手エアライン|よ、

伝統的に女性が就 く仕事と男性

が就 く仕事を区別 してしヽた障壁

を取 り除くための教育プロジェ

ク トを通 して、若者へのアピール

に努めてしば す。

■ オース トラリアの大手金融サー

ビス会社は、オース トラリアの女

性が、情報、調査、キャリア・ア ド

バイスを共有するために海外の

ビジネス界の女性たちとつなが

るようオンラインのサイ トを作

成するなど、ビジネス界の女性を

支援する多数の取 り組みを提供

しています。

■ 中国の国際的輸送会社は、従業員

のための特別委員会を設立 し、女

性従業員特有のニーズや関心を明

らかにして、その内容にあわせたプ

ログラムや情報を作成しています。

イギ リスに本社を持つ大手銀衛

は、女性起業家の役書J拡大を認識

し、特別な金融サービス、小額融

資貸付、商業□―ンなどをスター

トするとともに、小規模から中規

模の ビジネスを運営する女性起

業家のためにオンラインの1青報

センターを提供してしヽます。

スウェーデンのメーカーは、途上

国の原料生産者の女性に対 し、直

接取引を奨励 し、供給チェーンに

おける中間コス トを削減して所得

を増やせるよう支援しています。

女性に対する暴力の広が りを国

際社会 に明 らかにするよう、グ

□―バル規模の広告会社は国連

と協力 し、テレビやインターネッ

トを使しヽ、市民啓発キャンペーン

を企画しました。

の

■ 国際的な大手化粧品メーカー|よ、

世界中でDV根 絶のために活動 し

ている地域NGOの ために、製品

を販売 して資金を作る企画を立

ち上げました。

■ ガーナに事業所を持つ多国籍の鉱

業会社は、女性従業員が採掘現場

で大きな責任を担い、地域社会と

関連を持つよう奨励する女性主流

化プログラムを実施しています。

ロ アメリカ本社の多国籍アパ レル

メーカーでは、自社が事業を行つ

ている土地で女性のエンパワー

メン トのために活動 しているコ

ミュニティの団体に助成金を出

しています。

透明性、成果の測定、

報告

■ イスラエルの中規模ファッシ ョ

ン企業は、イスラエルの同規模の

企業の中で初めて、ジェンダー平

等への決意を反映した「社会と環

境への責任レポー ト」を自主的に

公表しました。

■スペインの金融会社は、自社の

ウェブサイ トで男女の機会均等

と共同参回への支持を表明し、定

期的に、外部の独立した政府機関

によつて認証される男女平等診

断を受|ナてしヽます。

■南アフリカの鉱業会社|よ、自社の

持続可能性報告の中で、職種こと

にジェンダー別・人種別雇用統計

を掲載してしヽます。

■オース トラリアの銀行およびコ

ンサルティング会社の2社 |よ、フ

つの「女性のエンパワーメント原

則」をジェンダー平等報告書の指

針としました。

女性のエンパワーメント原則′平等はビジネス向上のカギ ■7
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進歩の実現とその測定法
ここで|よ、「女性のエンパワーメン ト原則」に沿つて、進歩の実現とその

沢」定を行う上でのアプローチを述べてしヽます。しかし、最も強力なアセ

スメン トのツールは、明確な沢」定の枠組みと並んで、個々の組織の独自

の風土や目的から生まれるものです。私たちの目的は同じでも、そこに

至」達する道のりは必然的にさまざまです。

19嬰夢発による 2
ジェンダー平等の促進

ジェンダー平等を前進させるための自

社の戦略的事例を、組織内または業界

内で明示する。

上級管理職による対策委員会を組織

して優先分野を明確化 し、基準を設定

し、社内の進捗状況をモニターする。

職務内容説明書 と業績評価の中に、

ジェンダー平等に向けた全社的進歩目

標を取り入れる。

企業 の ためのチ ェック リス ト

■平等を前進させ、差別撤廃と公正を

促進するとしヽう企業の姿勢が自社

のウェブサイ ト上や、社員募集資料

や持続可能性報告書にはつき りと

紹介されてしヽますか ?

■企業のジェンダー平等方針や計画

を擁護する特定の役員を置しヽてしヽ

ますか ?

■男性管理職研1多を含め、女性の参加

や共同参回につしヽての研1易を行つ

ていますか ?

■企業の年次報告書や持続可能性報

告書には、ジェンダー平等の目標達

成について、企業 トップの声明文が

掲載されてしヽますか ?

採用、保有規定、昇進、給与、付加給付

に関して、ジエンダー差別を禁止する

企業声明を|よつきりと公表する。

より多くの女性を対象とした採用計画

を企画する。

すべ ての従業 員 の報 帥‖を 、ジ ェン

ダー、職種、役職名によつて見直 し、分

析する。

女性が重要な課題やプロジェク トチー

ムの先頭に立てるよう、平等な機会を

保障する。

機会均等、共同参回、差別の排除、職場

への定着に関する企業方針に関する女

性と男性の見解を引き出すために、従

業員の調査を行う。

差別、セク八ラ、ジエンダー暴力の事

例について、通報の守秘方針と手続き

を制定し、実施する。

社 内役員 と経営管理職 に関する

ジェンダーの内訳がありますか ?

会社|よ昇進を、ジェンダー、職種、

役職別に記録、分析 してしヽますか ?

給与の公平性について、定期的な見

直 しを行つてしヽますか ?

雇用時に、全体の300/0以上の女性

を募集 し、画接 してしヽますか ? 画

接目の中に、適正な数の女性が含ま

れてしヽますか ?

女性従業員の男性従業員と比べた

職場定着率は、職種、役職によつて

差がありませんか ?

会社は、女性と男性の特有な二十ズ

を勘案 した柔軟な仕事上の選択肢

を準備 してしヽますか ?

ジェンダー差別、セク八ラ、暴力に

関する苦情を報告する上で、利用

しやすしヽ手段が用意されてしヽます

め` ?

企業の暴力撤廃の方針を明確に広報

し、前進のための研修を提供する。

健康と安全の状況について、ジェン

ダー・センシテイブ調査を行う。

健康、安全、保安問題につしヽて従業員

に調査を行しヽ、女性と男性両方の意見

を把握する。

女1生、男性、妊娠中の女性、日IV&エ イ

ズ感染者、身体障害者、その他の弱い

立場の人々などの特有な問題や二十ズ

に応える、健康と安全に関する企業方

針を作成 し、それを実施するための予

算を計上する。

企業のためのチェック リス ト

■安全、その他の装備は、女性と男性

に適切なサイズを用意してしヽます

か?



■女性、男性別の トイレや更衣室はあ

りますか?

■会社の敷地に|よ適切な熙明があり

ますか?

■会社が提供する保健医療サービス

に、女性の医療職が配置されてしヽま

すか?

の情報を要求 し、今後の取引先選定の

判断材料に加える。

畿 議 鶴 幾鶴鶴 鱗 頴ジ綾 革―譲漁 罪

糠あなたの企業|よ、女性所有の納入業

者の基本的な数を把握するために、

現存の供給チェーンの分析を行 つ

てしヽますか ?

壌 あなたの企業の納入業者のうち何

社がジェンダー平等の方針やプロ

グラムを持つていますか ?

要納入業者のうち、女性が所有する会

社の書」合は?

森:あなたの企業はマーケティングや

その他の広報資料において、女性

や女児につしヽての記述に関するク

レームをどのように記録 していま

すか、またクレームに対 してどのよ

うな処理を行つてしヽますか ?

企業 の ためのチ ェック リス ト

■ あなたの企業|よ地域社会にお|する

男女平等を推進するために、どのよ

うな取り組みを支持し、どのくらい

の数の女性や女児、男性、男児にア

クセスしていますか ?

■ あなたの企業は、フ ォーカスグルー

プによる調査や書画のアンケー ト

調査を行つてしヽますか ?

■ あなたの企業は、地域社会への参加

活動の基準や方針を成果やコミュ

ニティからの意見に照 らして見直

してしヽますか ?

■ あなたの企業は、コミュニティヘの

女性の貢献度を評価、公表 してしヽま

すか?

女性や女児をエンパワーする企業の地

域社会への取り組みを明らかにする。

地域社会全体に利益をもたらすパー ト

ナーシップやプログラムを確立するた

めに、企業の管理職が地域の女性、男

性双方のリーダーと話し合しヽを行うよ

う奨励する。

企業が地域社会の中に存在を確立 し、

拡大する時に、女性や女児に対する影

響を明らかにし、コミュニティヘの影

響の分析を衛う。

Ｏ

Ｚ
Ｄ
Ｉ
Ｏ

＞
と
ヽ
Ｏ
卜
Ｏ

工
住

Ｚ
Ｄ

4敦

育と研修

女性のエンパワーメン トのための実例

につしヽて、従業員、とくに男性スタッ

フに研1易を行う。

キャリア開発のあらゆる段階に応じた

キャリア・クリエックやメンター助言

指導プログラムを提供する。

女性のための研修プログラムを促進す

る。

企
]         法

塗室上ヒ|よ
 6           参加

■職種別、役職別に分析すると、女性

と男性それぞれが年間何時間研1多

を受けますか?

■研1多や教育プログラムの予定作成

時に、従業員の家庭での役割は考慮

されていますか?

準颯鮮す鞭車犠鱗
車
章げ生手ffガ奪ガ稼

自社の製品供給チェーンにお|するジェ

ンダー平等に対する企業としての支援

につしヽて、経営管理者の意思を明確に

表明する。

自社内で 「女性企業の応援者」を見出

し、女性所有の事業に的を絞 り、その

業者が質の高しヽ供給元になるよう能力

開発を支援する。

IE■在および今後の納入業者に、その会

社のジェンダーや多様性に関する方針

7軍醤
性、成果の測定、

設定された基準を使用 し、部課 こと

に、企業のジェンダー平等計画と方針

を毎年報告する。

すべての報告方法と既存の報告義務手

続きを通 して、女性の参回と昇進に向

けた企業の努力成果を公表する。

企業のジェンダー平等目標のモニタリ

ングと評価を、現行の成果指標に組み

入れる。

企業のためのチェック リス ト

■女性の地位向上のための基準に

沿つた追跡調査|よ、あなたの企業が

前進してしヽることを証明していま

すか?

■あなたの企業内で、成果への評価、

分析、話し合しヽのために、どのよう

な機会が存在してしヽます/Dh?

女性のエンパワーメント原則′平等はビジネス向上のカギ■9
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女性の現状 :実態と縮計
危機にある女性

■ それ以前の500年 間に比べ、この

50年 間で貧困から脱出できた人々

の数|よ増えてしヽます。しか し、12億

人以上の人々が今も 1国 1ドル以下

で暮らしています
1。

世界の貧困層の

フ00/ oが女性であるとの推定もあ り

ます。

■ 国 際 震 業 開 発 基 金 (IF A D i

international Fund for Agricuiture

and Developrnent)の 報告による

と、開発途上の世界で|よ女性の土地所

有率|よ20/o以下です
2。

■ 2006年 に完了 したアメリカ政府後

援の調査によれば、毎年約80万 人

の人々が国境を越えて人身取引され

てしヽます。外国への人身取引の被害

者の約800/01よ女性と女児で、その

500/oが未成年です
°
。

■世界の難民3300万 人のうち、推定

フ20/olよ女性と子どもです
4。

■ 世界のどこかで 1分間に 1人の女性

が、妊娠中また|よ出産時の合併症が

原因で命を落としています
5。

世界的に女性が体験する最も一般的

な暴力の形は、夫や親 ししヽ男性によ

る身体的暴力です。平均では、一生の

うち、親密なパー トナーから殴 られ

たり、セックスを強要されたりする

女性が 10人中6人もいます
6。

世界中で、5人 に 1人の女性が、一生

に一度はレイプの被害者になるか、

未遂の体験をしてしヽると推定されて

しヽます
フ
。

女性は一生を通 じてセク八ラを体験

します。EUの 女性の400/0から500/0

が、職場で何 らかのセク八ラを経験

したと報告してしヽます
8。

アメリカ国内で夫また|よ親密な相手

からの暴力による代償は年間58億

ドル、直接的に医療やヘルスケアに

かかる費用|よ4]億 ドルです。また、

生産性低下による損失|よ18億 ドル

に上ります
9。

カナダでは、1995年 の調査で、女性

に対する暴力による直接的代償は、

年間 117億 カナダ ドルと推定され

ています。英国の2004年 の調査で

は、DV(ド メスティック ノ《イオレン

ス)の精神的古痛を含めた直接的・間

接的代償|よ、年間で230億 ポン ド、

また|よ1人当たり440ポ ン ドと推定

されます
1°
。

女性とHiV&エ イズ

■ エイズの流行|よ、社会の中での役書」

とHIV感 染に対する生物学的脆弱性

が原因で、女性に特有の影響を与え

ます。推定3300万 人の日V陽 性者

のうち、半数以上が女性です
11。

■暴力と日IV&エ イズの広がり|よ、相

互に関連 してしヽます。安全なセック

スを要求できな しヽこと、望まない

セックスを拒否できないことは、HIV

&エ イズの高い蔓延率と密接に関係

があります。配偶者から身体的暴力

を受|ナている女性|よ、日V&エ イズ感

染の危険性が480/0高くなります
12。

女性とビジネスの実側

■女性に投資することは、大きな「ジェ

ンダー配当」を生み出します。2011

年のデロイ ト社の報告書|よ行政や企

業に対 し、女性に投資 し、リーダー的

ポジシ∃ンに登用することでその利

益を享受するよう、強 く促 してしヽま

す。この報告書では女性消費者のパ

ワーの増大が強調されてしヽます――

すでに全世界の消費総額のうちおよ

そ20兆 米 ドルを占め、800/0の購買

決定権に影響を与えています
13。

■ 国際労働機関 (ILO)とアジア開発銀

行 (ADB)の 2011年 の報告書によ

れば、男性に比べた女性の雇用率の

低さによリアジア全体で4フ0億 ドル

の損失とな り、男性の 190/oに対 し、

女性の450/oが職場に進出 してしヽま

せん
14。

■ 200フ 年、ゴール ドマン・サックス社

は、さまざまな国や地域が単に男女

の就業率の格差を縮めるだけでGDP

が濠」的に増加すると報告 してしヽま

す。具体的に|よ、ユー□地域のGDP

成長率は130/0、日本は 160/o、アメリ

カ|よ90/oの成長が可能とされます
15。

基礎的な識字を持たなしヽ成人人口推

定フア6億 人の約2/3十 一 または世

界の成人人回の 160/0-一 は女性で

す
16。

開発途上国では、小学校に入学

する女児の5人 に 1人 が初等教育を

1多了してしヽません。

女性の能力開発をすすめるNGO「女性

の学習パー トナーシップ」(Women'S

Lea「ning Partnership)によれば、世

界中で、女児が4年 生以上まで学校教

育を受|ナた場合、1年多く就学するこ

とに、給料|よ20°/o上昇し、幼児死亡率

|よ100/o減少し、家族数十よ200/o減少す

ると言われています
17。



Gender Terms

ジエンダ 用語集
エンパワーメント
エンパワーメン トと|よ、女性でも男性で

も人間は、自分の人生を管理できるとい

うことを意味する。自ら計画を定め、技術

を習得 し(または持つている技術や知識

を認めてもらしヽ)、自信を持ち、問題を解

決 し、自己信頼性を身につけるなどがそ

の例である。エンパワーメン トは、過程で

あり、結果でもある。

ジェンダー

ジェンダーとは、社会が2つ の性を異なつ

た基準で定義する、社会的に作られた役

害」や関係性、個性、態度、行動、価値観、相

対的力関係や影響力などを意味してしヽる。

生物学的な性 (セックス)が遺伝学的、解

剖学的特性によって決定されるのに対 し、

ジェンダーは後天的に作り上げられた性

別であり、時代によって変わり、文化内で

も文化間でも異なる。ジェンダーは相対

的であり、単純に女性や男性を指すのみ

でなく、両者の関係をも意味する。

性層J

性別は、人間をlltか雄かに区別する生物

学的特性である。この生物学的特性は、両

方の特性を併せ持つ個人もあることから、

相互排除的ではないが、一般的に人間を

女性と男性に区別している。

ジェンダー平等
ジェンダー平等と|よ、人間が女性も男性

も、固定観念、男女別の役害」、偏見などに

より定められた制約に縛られることなく、

個人の能力を自由に開発 し、選択を行え

るとする概念をいう。ジェンダー平等は、

女性と男性で異なる行動、念願、二一ズが

平等に尊重され、価イ直を与えられ、支持さ

れることを意味する。ただし、女性と男性

が同じになるべきだとしヽう意味で|よなく、

個人の人権、責任、機会が、その人が女性

として生まれたか、男性として生まれた

かに依存してはならなしヽことを意味する。

男女の機会均等

ジェンダー平等は、女性も男性もそれぞ

れのニーズに従つて平等に扱われること

を意味する。これには、平等な処遇、また

|よ同じではなしヽが人権の観点から同等と

考えられる処遇、社会保障、責任、機会な

どを含んでいる。開発の分野におしヽては、

男女機会均等のための目標に|よ、女性に

対する歴史的、社会的不利益に対する代

償方策を組み込むことを必要とする。

ジェンダーの視点
一一『ジェンダーのレンズ」

ジェンダーの視点―一「ジェンダーのレ

ンズ」は、女性と男性が、政策や方針、プ

ログラム、プロジェクト、活動などにどの

ような影響を与え、どのように異なった

影響を受けるかを評価するための分析の

枠組みをもたらす中心的な観点と定義で

きる。これは、女性と男性の関係が情況に

よつて異なるという認識を可能にする。

ジェンダーの視点は、女性と男性のジェ

ンダーによる役害」、社会的・経済的関係や

二十ズ、資源へのアクセス、また|よ社会や

文化、年齢、宗教、人種などにより、女性と

男性の双方に課された制約や機会を考慮

に入れるものである。

ジェンダー分析

ジェンダー分析と|よ、開発や政策、プログ

ラム、法律などが女性と男性に与える異

なつた影響の体系的調査であり、その結

果、最も重要なのは、対象となる集団の性

別データやジェンダー センシティブな情

報を収集することである。ジェンダー分

析には、社会的行為者としての女性と男

性が、従来の役害」、関係、過程を自らの利

益と他者の利益のために変革するための

方略に対する調査も含まれる。

ジエンダー・センシティプな指標

指標とは物事を指 し示す印である。それ

|よ、(特定の状態や状況に関する)沢」定結

果や数字、実態、意見であつたり、特定の

状態や状況を 「ジェンダー用語」に特定 し

て考察することや、その状態や状況のもと

での経時的変化を沢」定することをも含む。

指標と統計の違しヽは、指標に|よ標準との比

較を含んでしヽる点にある。ジェンダー・セ

ンシティブな指標は、社会の中でのジェン

ダー関連の経時的変化を沢」定し、目標とす

るジェンダー基盤の取 り組みや行動の結

果に対する詳細な情報を提供する。

性別データ

性別データは、女性と男性を別々に収集・

集計 したデータと定義される。これは、女

性と男性との相違や不均衡に関する量的

統計の情報である。「ジェンダー別デー

タ」と「性別データ」としヽう用語に関して

は、混同と誤用が広く見られる。女性と

男性の集計は社会的行動ではなく、生物

学的差異によってなされるため、データ

は必す性別によるものでなければならな

し`が、ジェンダー別である必要はない。

「ジエンダー別データ」としヽう用語は頻繁

に使用されてしヽるが、これは「性別デー

タ」として理解されるべきである。

ジェンダー主流化

ジ ェンダー主流化 とは、あ らゆる分野 と

レベル における、法律、政策、プ回グラム

を含む計画された活動の女性 と男性 に対

するかかわ りを評価するプロセスを指す。

それは、女性 と男性の間の不平等が永続

しな しヽようにするために、女性 と男性双

方の関心事や経験を、あ らゆる政治的、経

済的、社会的領域における政策、方針やプ

ログラムの企画、実施、モニタ リング、評

価の不可欠な局面とする戦略である。

出奥:国連婦人の向上のための国際訓練研修所

(INSTRAW)2004年 i教育におけるジェン

ダー平等促進のためのユネスコ GEN Aツ ール

キット;IT C―LOト レーニング モジュールi

ジェンダー分析とジェンダー センシティブ指

標入門、ジェンダー。キャンパス12009

女性のエンパワーメント原則′平等はビジネス向上のカギ■11
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参考資料一覧

1国
連設立以来、ジェンダー平等は人権の一つであるこ

とが認識されてきた。

1948年 の世界人権宣言 (UDHR)と 1976年 の市民

的、政治的権利に関する規約 (CCPR)と 国際人権規

約 (CSECR)は すべて、女性が差別を受けなしヽ権利を

1よつきりと明記してしヽる。19フ9年国連総会で採択さ

れた女性差別撤廃条約 (CEDAW)は 、締盟国に対し官

民両分野におしヽてジェンダー平等を約束するための措

置を講じ、男女の役害」に関する伝統的固定観念を排除

することを義務付けてしヽる。1995年 に北京で開かれ

た第4回国連世界女性会議で、各国政府が北京行動綱領

の中でCEDAWに 示された平等とエンパワーメントの

基準を達成するための具体的な行動計画を示したこと

は重要である。CEDAWや その他の条約機関を含め、女

性の人権やジェンダー平等にとって特に重要な法的制

度やその他関連ある国際基準につしヽてはhttpノ/www

un o「g/womenwatch/daw/beiling/p atform/

p at]htmを参照のこと。

2従
業員や労働者の権利は数多くの国際基準、条約、国

際労働機関(LO)勧 告で取り上げられてしヽる。LOの 法

律文書は女性にも男性にも適用されるが、女性労働者

に特有な利益に関連したものがしヽくつかある。ILOジェ

ンダー平等局とIL①ライブラリー オンライン 情幸『ガ

イ ドーー労働世界にお|するジェンダー平等を参照のこ

とi httpi//wwvvilo o「g/public/eng ish/suppo「t/

Hb/resou「ce/subiect/gende「ht口

2000年 に設立された国連グローバル コンパクトは、

事業活動や戦略を人権、労働、環境、反腐敗の領域にお

いて国際的に受け入れられてしヽる10項 目の原則に合

わせることを約束した企業のための戦略的方針のイ

ニシアチブである。httpノ/www ung10ba compact

org参照のこと。

2005年 に国連のコフィ アナン事務総長は、人権と多

国籍企業その他の事業体の問題に関する特別代表とし

てジョン ラジー教授を指名した。その権限には人権に

関する企業の責務と履行責任の基準を示し、明礎化す

ることも含まれてしヽる。httpsソ/www uno「g/

3過 去10年間、さまざまな手法で自社の企業責任や持

続可能性を報告することへの企業の関心が高まって

いる。一つの例が国連グローバル コンパク トが加盟

企業の要件としている進捗状況年次報告である (参RRi

http://www ung Oba compact o「g/COP/irldex

htrn)。もう一つの例|よグローパル報告イニシアチブ

(GRI)によって開発されたグローバルな持続可能性

幸R告の枠組みで、これはそれぞれの事業体 (組織)が経

済、環境、社会画での実績を沢」定、幸『告する際に使用

できる原則や指標を示したものである。200809年

には、GRlは 国際金融公社 (FC)と 協力して、ジェン

ダーと持続可能性報告の格差に対応することを目的

とした研究とコンサルテーションのプロジェク トを

実施し、その結果をリソース文書 「持続可能性報告に

ジェンダーを組み込む」にまとめた。これは世界中の

組織が女性のための機会を創出し、持続可能性報告の

ベス トプラクティスを採択し、企業の実績を改善する

手助けとなる実践家のための手引きである。httpノ/

www globa「 epo「ting O「g/Cu「「entP「lorities/

GenderandRepO「 ting/参照のこと。

マッキンゼー社による最近の報告書 (2 0 1 0年 l月)

「女性をエンパワーメン トする事業Jで1よ、途上国や

新興市場で、民間企業が女性の経済的エンパワーメ

ン トヘのかかわりを強化する理由とその方法を、実

例で紹介 してしヽる。この報告書|よ女性のエンパワー

メン トに取り組む民間企業や社会事業の50名 以上の

リーダーや専門家へのインタビューから得た経験談と

2,30①名以上の民間企業の上級役員に対して行つた

グローバル調査の結果をまとめたものである。httpノ/

www mckinsey coFn/Ciientse「 vice/3oo13+_

Sector/ou「_p「actices/Econornic_Eleveiopment/

Knowiedge_High ights/emtDOWe「ing_wOmen

aspxttRくのこと。

女性実業家のためのロン ドンビジネススクールセン

ターの研究によると、チーム内にジェンダー平等が実

現されてしヽることがより多くのイノベーションにつな

がり、多様1生の明瞭なビジネスケースとなってしヽるこ

とが明らかになつた。「革新の可能1生:チームの中の男

女平等、200フ 」httpi//wWw 10ndon edu/assets/

documents/facultyandresea「 ch/innovative_

Potendal_N①V_200フ pdf参貝くのこと。

4ジ ェンダー平等のビジネスケースを支持するもう一

つの例として、マッキンゼー社が経済と社会のための

女性フォーラムとのパー トナーシップで行つたジェン

ダー多様性と企業の実績に関する2つの最近の研究が

ある。この研究では企業の管理チーム内の女性の存在

と企業の組織上 財務上の効率の関係が実証され、役

員会や上級管理職の主要ポス トに女性が就いてしヽる企

業が最高の業績を上げてしヽる企業でもあることを示唆

してしヽる。女性のリーダーシップに関するそれ以外の

研究でも、女性のとつた行動が企業の成績を複数の側

面で強化しており、今後企業が直lElする課題に応えて

いく上で重要な鍵となるであろうことが示されてしヽ

る。参考文献:Women Matte,Cende「 d verGityt

a corpo「ate perfo「mance d「ve「
'(200フ

)and

Aヽ ′o m e n  M a t t e 「2 i  F e m a l e  l e a d e 「s h i p t  a

competit ve edge for the futu「e'(2008)

世界経済フォーラムの女性 リーダーとジェンダー

平等プログラムに関する研究や資料に関しては以

下を参照のこと。ht t p i / / w w w  w e f o r u m  o「g / e n /

Communities/ヽヽ′omenO/020LeadersO/020andO/0

200enderO/020Pattty/index htm。「賢しヽ経済学と

してのジェンダー平等一一世界銀行グループの行動計

画」を含む世界銀行のジェンダーに関する事業につしヽ

ては以下を参R車のこと。httpソ/web wo「dbank o「g/

Aヽ′BGITE/EXTEttNAL/T① PiCS/EXTGENEIER/01,

menuPKi3368ア 4~pagePKモ149018～ piPKi1 490

03■ heSitePK:336868 00 htmi

5ジ ェンダー平等の「倍増効果」につしヽての認識は、急

速に高まっている。女性や女児が直画してしヽる、社会

的、経済的、政治的障壁を低くすることが、教育の拡大、

小児死亡率やHV&エ イズヘの脆弱さの低減につなが

ることが研究によつて継続的に証明されてしヽる。女性

の就労率の向上十よ、生産性と所得の拡大により貧困を

減少させる。逆に、女性と女児に対する体系的差別|よ、

多くの国がミレエアム開発目標 (MDOs)に ある貧困

その他の目標を達成することを不可能にする。ミレニ

アム開発目標の「目標3:ジェンダー平等と女性のエン

パワーメン トの推進」は、2000年 に]89の 政府が採

択したミレニアム宣言に示された8つのミレニアム開

発目標の一つである。MDO'sは 世界の主要な開発課題

に対応し、進捗状況をモニターする指標を伴つた計演J

可能な目標を掲|ザており、その達成期限を2015年 と

してしヽる。MDO's達 成に対する懸念の高まりは、ジェ

ンダー平等が達成されなしヽ限り、ME10 s全項目の達成

はありえないとしヽう認識の高まりを示唆している。

参考資料:http!//www un org/rnil enniumgOa s/

httpi//rndgs un o「g/unsd/mdg/Resources/

Static/P「oducts/P「og「ess2008/MEIG_Cende「 _

P「og「ess_Cha「t_2008_En pdf

参考文献 : t T h e  l m p o 「t a n c e  o f  S e x ' . T h e

Econornist,Ap高12o06i and Financing cende「

Equality is Financing Eleveloprnent'r UNIFEM

DiGCuSSlon Pape「 2008

“
女性 の現状 :実態 と統計

" 参
考 資料

一
覧

l、ArOrnent s Furlding Netwo「 k 200ア  ヽヽ′o「d

Poverw Day:investing in Women一 Solving the

pove「ty puzzle Poverty Statistics Available

frorni http://www wfnet o「g/sites/wfnet o「目/

fies/1enn/POVertyO/020Statistics doc
2 1FAD website(fact Sheet on women),

accessed 2フ Februa「y2009:httpi//www ifad

o「g/pub/factsheet/wornen/、押omen_e pdf
3 usAIEl website,accessed 27 Feb「 ua「y2009i

http://wwvv usald gov/ouLwo「 k/c「oss―cutting_

p「Og「ams/wid/wid_stats himl
4 rb′び
5 uNlcEF 2009 State oftheヽ A/oHd s Childreni

Maternal and Newborn Hea th Available f「 oFni

httpノ/www unicefo「 g/sowc09/
6 11nited Nat ons 2008 Unite to Erld Vlolence

againstヽ ′ヽomen Fact Sheet Ava able f「 oR]:

http//www uno「 g/en/wornen/erldvlolence/

pdf/VAヽ ′ヽpdf A160,UNIFEM 2008 1Violence

againstヽ A7omeni facts and figu「 es'[httpi//

www unifem o「 g/attachments/gender_issues/

vlolence_against_ヽ 抑ol神en/facts_figu「 es_

vlolence_against、 何ornen_200フ  pdf]
71b,び

81b′
び

9 Un ted Nations 2008 Urlite to End Vlolence

againstヽ ′ヽomen Fact Sheet Available f「 omi

httpi//www uno「 g/en/wornen/erldvlolence/

pdf/VAヽヽ/pdf
l°lb′び
] l  U N A I D S  2 0 0 8  日 e p O「t  o n  t h e  C l o b a l

AID3 Epidernic http://data unaids o「g/pub/

GlobalRepO「t/2008/jc1 5]0_2008_giOba

「epo「t_pp29_62_en pdi
1 2 0 1 。

b a l  C o a  i t i o n  o n  W ′o m e n  a n d  A I E I S

w e b s  t e , a c c e s s e d  2 フ F e b r u 3 「y 2 0 0 9

11ttpi//、′vomenandalds unaids o「 g/: Also,

U N A I E I S  2 0 0 8  R e p o r t  o n  t h e  0 1 o b a l  A I E 1 3

E p i d e m i c :  h t i p : / / d a t a  u n a i d s  o「 g / p u b /

GlobalRepo「 t/2008/ic1 51 0_2008_global_

repO「モ_pp29_62_en pdf
13 The Cender Elividendi Mattng the business

c a s e  f o「  i n v e s t i n g  i n  、′′o F n  e  n  2 0 ] ]

Avaiab e f「 om:httpi//www de oitte corn/

investinginwornen
14 tr17olmen and iabour rna「 Kets in Asiai

Rebalancing fo「  gender equaity 20]]

A v a i l a b l e  f 「o m i  h i t p : / / w w w  i l o  o 「g /

asia/、抑hat、押edo/publications/lang― ―en/

WCMS ]54846/index him
]50。 ldman Sachs O「 oup.lnc 200フ  lGende「

inequalityt O「owth and Global Ageingl
16 uNESC0 2008 Education fo「 AI,Global

Monitottng RepOrt 2009 Avallable f「om:httpi//

川ヽVr肘ヽ uneSco o「 g/e r1/education/efa「 epo「t/

repo「ts/2009-gOvernance/
1フ 代ヽ7olm e n' s Le3「ning Pa「 tne「 ship fo「

Rights, Developrnent and Peace 、 ‖ebsite,

a c c e s s e d  2フ F e b「u a r y  2 0 0 9 ! h t t p i / / w w w

i e a 「n i n g p a r t n e 「s h i p  o 唱/ e n / 「e s o u 「c e s / f a c t s /

human「 ights



ビジネス・リーダーと企業の取り組みを後押しする最高経営責任者(CEO)の 支持声明書
「女性のエンパワーメント原則」のCEO支 持声明書(下記参照)により、ビジネス リーダーがジェンダー平等を推進するために企業の経営方針を調整す
ることを正式に表明することができます。最高経営責任者(CEO)|よ、本支持声明書に署名することで、役員室から職場、供給チェーン、地域社会に至る
まで、「女性のエンパワーメント原貝U」を取り入れ実施するとしヽうメッセージを発信します。

私たち、グローバル ビジネス リーダー|よ、以下に掲げられた

内容を目的として男女平等の促進を支援することを表明します。

■ 幅広い豊富な人材を結集すること

■企業の競争力を強化すること

■企業責任の遂行と持続可能な開発を実現すること

■従業員とその家族、また地域住民にとってのより良t/1社会

を倉J造するために社内の規範づくりを行うこと

■性別や年齢にとらわれす、すべての人々が能力を発揮でき

る、経済的 社会的基盤作りを奨励すること

■事業を展開する国々における、持続可能な開発の促進に貢

献すること

上記のとおり、ジェンダー平等と女性のエンパワーメン トの

ための国連機関 (UN Wornen)が 国連グ回―バル コンパク ト

と共に策定した 「女性のエンパワーメン ト原則――平等はビジ

ネス向上のカギーーJに規定されている、企業やその他の民間団

体が女性の登用とエンパワーメン トに取り組むためのアつのス

テップを歓迎します。             |

男女の平等、公平な待週は正当な行為であるだけでなく、ビジ

ネスの成功においても有効です。企業および、より広範囲な地域

社会における女性の完全参加|よ、今後のl14全なビジネスのため

には必要不可欠です。女性のエンパワーメン トを一つの重要な

目標としてしヽる、広い意味での持続可能な開発と企業責任とい

う概念|よ、人類にとってプラスとなり、「女性のエンパワーメン

ト原則Jにある7つ の原則は、それを実現するための有効な手段

です。

ビジネス リーダーが相互協力によって、職場、市場、地域社

会で女性のエンパワーメン トを促進し、企業と社会にとってプ

ラスになるように、この指針を実践的な手引きとして使用する

ことを奨励します。関係者に進捗状況を伝えるにあたって|よ、男

女別のデータを使用するよう努めます。
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B anch Markeung,COmun ca。Oes e Eventosi

Ltda
B  a n c h  A s s e s s o H a  y  E v e n t o s  L t d a
Bianch insutute
BMC Maderas S A
BNP Panbas

Bodegas Em‖o Mo「OSL
BoにaChe a com
Boyner Holding
B u ‖―D o g  S a u c e  C o , L i d
Byr

C a i 「o  S c  e n d f c  C o m p a n y
Caixa EconOm ca Federal
Caia de Ahorros de Valencia,Caste‖6n y

A‖cante,BANCAUA
Cala Navarra
CA」AMAR Cala Rural
Caivert Groupl Lid
Capgem ni
CaHson
Carn va Austraha

CB R chard E rs
CCP hf
Cebu Magaz ne ExchanOe ncorporated
C e n t r a l  D o c k  S u d  S  A
chanes&Keth internatOnal Pte Ltd
C h ‖e c t r a  S  A
Chuoと abor Bank
CID(ChemiCa ndustHes Deve opment)

C  n d e  S o  u c i o n e s  S  L

CINQ Technolog es
Coca―Cola HBC Croata
Co9nにis Group
comme‖ faut

Companhia de Pesqu sa de Recursos Mine「ais

(CPRM)
Copel(Companh a Paranaense de Energia)
Corporac 6 de Sa utde Mes「esmelLa Seva
Da netsu Co,Ltd

Deans Beans
De oitte C「oat a
Delolte iceland

D d o i t e  T o u c h e  T o h m a t s u
Dentsu inc
T h e  D o w  C h e m  c a  C o m p a n y
E d e O e  S  A  A
Edenors A A
Edesur S A
Efecivamente Comunicac 6ni S L

EGA MASTER S A
Eletrobras(Centrais E16ctHcas Brasile rasi S A)
E etrobras Amazonas Energ a
E etrobras Cepe(Centro de Pesqu sas de

Energia E16ctrica)
E etrobras Chesf(COmpanhia Hidro E OtHca

do Sao Francisco)
E ctrobras Distnbu「caO Acre
Eletrobras DisinbuicaO Ala9oas
Eletrobras DistnbuicaO Piau千
Eletrobras DistribuicaO RondOnia

E etrobras DistnbuicaO Roraima
E etrobras E etronOrte(Centrais E 6tttcas do

Norie do B「as‖,SA)
Eletrob「as Elet「onucicar(Eletrobras
Termonuc eari S A)

Eletrobras Elet「osul(Eletrosul Centra s
E 6 t t t c a s i  S  A )

E ctrobras Furnas(Furnas Centrais EllctHcas,

S A )
Empresa Bras‖ eira dc Pesqu sa Agropecuana

(Embrapa)
Endesa S A
Endesa Amp a
Endesa Bras‖
Endesa cachoeira
E n d e s a  C h l e  S  A
Endesa clEN
Endesa Coe ce
E n d e s a  C o s t a n e r a  S  A
Endesa Fortaleza
E∩desa Group Co ombia(Codensa&Emngesa)
ENUSA ndustHas Avanzadadi S A
Ernst&Young

Eskom Ho d nOs Lirnted
ESTRATEGA Consut ng
E u s k a にe i S A
FCC Construcc 6n
Fe「so ndustHa e cOmもrco S A
Finna r pic

Fomento de ConstrucciOnes y cOntratasi s A

(Grupo FCC)
G a m e s a  C o r p o r a c i b n  T e c n o 1 6 9 i c a l  S  A
G e o  o 9  n t e r n a 1 0 n a  B  V

Gesproenergra S L
Gevaram Oua ly Enveiopes LⅢmted
Grameen s01uHons Limted

Parsons BHnckerhof AustraHa
PART C P GmbH

Pax ll10dd Management LLC
Peps CO
Petrobras

Popp ns Corporat on
Potttnger
PPR
P r o c t e 「& G a m b  e J a p a n  K  K
PT Rttawai COrpora
Puentes y Ca zadas infraestruciuras S L U
PwC Austraia
Rabutec
Resona HOldingsiinc
Ricoh Company,Ltd
Roadmap Exce enc a y RespOns b‖idad
Rodovalho Advogados

Rosy Blue
S a b a n c i  H o  d  n g  A  S
Sakai Chem cai ndustry Co,Lid
SATEC
SEKEM Group

Serv Oo Federa de PrOcessamentO de Dados

(SERPRO)
Sharp Corporat on
Shimanojinc
Shiseido Co l Ltd
S k a t s  L e a d e r s h i p  D e v e l o p m e n t  C o n s u  t , L t d
SH Lanka insltute of Nanotechno ogy(Pvt)Ltd
SUE ⅢVodokanal of St Petersburg"
Sung100 6「Oup/MCM
Symantec corpora8on
Takashimaya Co l Ltd
TDC A′S
TeWn ttmted
Teieda&Encinas H spano Portu9uesa de

Abogados y Asoc ados,SL
Tha Aittvays nternatonal Pub c Company Ltd
T MA internaⅢona GmbH
The Tokyo E ectrc POwer Companyi nc
Total
Try9
U n t e d  N a l o n s  F e d e 「a C 「e d にU n i o n
Unlronics

品柵8譜甜
節a ttda

The 川ヽestpac Group
W o H d  B a n k  G 「o u p
Yves Sa nt Laurent

「女性のエンパワーメント原則 (WEP6)Jに 賛同

署名する企業の数は現在も増え続|サてしヽます。企

業リストは随時更新され 下記でl~覧になれます。

httpi//目00g/dbv08

最高経営責任者 (CEO)こ よる支持声明書に関す

る資料請求やこの件に関するお間しヽ合わせ よ下記

までこ連絡ください。womens empowerment

G r u p o  G e s o r
Grupo Lacera
Grupsa(Grupo Metal System,SA)
Gut errez Rozos y Asociados
Hartmanni Lid
Heidnck&siru9gles
H droe 6ctttca E ChocOn S A
Horlomi Commerc al&ndustHat Co,Ltd
H o s p にa  M o n c O a , S A
Hospにal Piat6

Hrvatsk tte ekom
lNCCA S stemas Llda一 ME
i n d r a
infosys TechnO109ies Limited
iNGECALi ngenieria dela caldad y el Med O
Ambiente S L

n s t t u t o  d e  C r ёd  t o  o f c  a
isiandsbanki
taipu Binacional
Uardican S L U
」SL Stainiess Ltd
Kafftar
T h e  K a n s a  E  e c t H c  P o w e r  C o i  n c
Kao Corporat On
Kowa Co l Ltd
KPMG Span
La Poste
Landsv rttun

LeOartas Qua ly Assurances(L CI A)
Lev St「auss&Oo
Ly,a hf
Macrosad SCA
Maeda Confeclonery Co j Ltd
Map ecroft
Maret hf
Merck
M croLre nformatca de F「anca ttda
M crosoft Corpora8on

Mountain Equ pment Co Op
Nl hf

NA「UiSFRAN
New Space PrOcessamentO e S stemas Lida

NovarHs nternalonal AG
Novo Nord sk A/S
Oikon―insHtute fo「App‖ed Ecology
01ymp c Group

OMV AkHengese‖ schttt
O「ascom■ 9ecom Hodng S A E
Organ smo Auiわnomo de Ges16n Tr butatta
O s a k a  C a s  C o , L t d
Ostos y So a
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私たちは、すべての関係機関、特に革新的な発想を持ち、必要な資金を備え、雇用を生み出す

民間企業との確かな連携を必要としています。UN Worlnenは国連グローバル・コンパクトとと

もに、民間企業との確かな連携促進を目的として 「女性のエンパワーメント原則」を発表しまし

た。この 「原則」では、民間企業が職場、市場、地域社会において女性のエンパワーメントを推

進するのに役立つフつのステップで構成された青写真を提供しています。それは、国内外のビ

ジネス・コミュニティと成果主義のパートナーシップを構築するためのツールです。またこの「原

貝」」は、女性のエンパワーメント|よより健全な収益増加のための戦略であるという実績に沿う

ものです。
鋼

tl閑WO MttN事務局長 iす ■ル ブヾデ■|ノ

EE「
女性のエンパワーメント原則」は、「平等はビジネス向上のカギ」という副題がついていま軌

これは、女性の完全な参画がビジネスに利益をもたらし、ひいては我々すべての利益につな

がるからです。世界の多方面の企業の経営方針と実際の活動に基づく情報をもとに、この 「原

則」のフ項目は女性の地位向上のための具体的なアプローチを提案し、すべての人に繁栄と公

平をもたらす未来への方向を示しています。J〕
国連グローパル ・コンパク ト事務局長  ゲ オルグ ・ケル

UN Wornenは ジェンダー平等と女性のエンパワーメントのために活動する国連機関

です。女性と女児のために闘うグローバルな支援者として、UN Womenは 、世界全

域で女性と女児の二―ズに応える仕事をさらに前進させるために設立されました。

UN Womenは 、加盟国がジエンダー平等の達成をめざし世界共通の基準を設定する

に当たつて支援を行い、こうした基準を実施に移すための法律、政策、プログラム、  国 連グローバル コンパクトよ2000年 に設立され、持続性と社会的責任を持

サービスなどの企画立実を政府や市民社会と協力して行います。生活のあらゆる場画   つ 事業活動を志向する企業にとっての運営方針の基盤であると同時に、実務的

で女性の平等な社会参加を後押しし、女性のリーダーシップと参画、女性に対する暴   枠 組みとなるものです。多様なステークホルダーによるリーダーシップの取り組

力根絶、和平と安全保障のあらゆる局面への女性の関与、女性の経済的エンパワーメ   み として、グローバル コンパクトは事業運営や戦略を、人権、労働、環境、腐敗

ントの推進、国の開発計画と予算へのジェンダー平等の反映、としヽつた5つの活動領   防 止の分野で国際的に合意を得た10項目の原貝」と連動させ、国連の大きな目標

域に優先的な取り組みを行つています。UN Womenlよ 、国連システム全体における   を 支持する行動の引き金となることを目的としてしヽます。]35カ 国8,000社 が

ジェンダー平等の取り組みをコーディネー トする任務も担つてしヽます。         加 盟するこの組織は、企業責任 (CS日)と取り組む世界最大の任意組織です。

www unwornen o「g            .                          www ung oba compact org

w。ン樫N鴻彗 United Nations Ctobat CorYRpact
United Nations[ntity for 6ender[quality

and the Empowerment ofWolllen

「女性のエンパワーメント原貝」」はUN Womenと 国連グローパル・コンパクトの協働により、世界中のさまざまな分野のステークホールダーの意見を参考にし、ま

た 「カルバート女性の原貝」」Oを もとに作成されたものです。「カルバート女性の原則」はUN Womenと のパートナーシップにより開発されたもので、世界中の女

性のエンパワーメント、地位向上ならびに女性への投資に焦点を当てた世界初の企業の行動規範として2004年 に発表されました。

改訂版の発行に伴い、
"Women's EmpOwerment Pttnciples"の

日本語訳が「女性のエンパワーメントのための指針」から「女性のエンパワーメント原貝」」に変更され

ましたが、内容は一切変わつておりません。

UN Women日 本事務所 〒590-0955堺 市堺区宿院町東4-1‐2フ TELi 072-223‐0009 E‐ MaiLinfoJapanoffice④unwomen oに  hitD://1apan unwomen o「宮
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